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第１ ベトナムにおける植物品種保護制度の概要 

 １ 沿革 
   ベトナム社会主義共和国（以下「ベトナム」という。）は、１９９５年から植物品種

保護の調査を開始し、２０００年から植物品種保護制度の構築や、「植物の新品種の保

護に関する国際条約（ＵＰＯＶ条約）」に加盟するための準備として、植物品種保護制

度の実施機関の組織化や法令の起草を進めてきた。 

そして、ベトナムは、２００５年にＵＰＯＶ条約に沿った植物品種保護制度を含む

知的財産法（INTELLECTUAL PROPERTY LAW）を制定し、２００６年７月に同法が施行さ

れた。同年１２月２４日にＵＰＯＶ１９９１年条約に加盟し、アジアにおいて日本、

中国、韓国、シンガポールに続く５か国目のＵＰＯＶ条約加盟国になり、ＵＰＯＶ

１９９１年条約に従った植物品種保護制度を運営している。 

   その後、ベトナムは、２００９年に知的財産法（INTELLECTUAL PROPERTY LAW）を改

正し、２０１６年からは全ての植物の種類を保護対象とした。 

   

 ２ ベトナムの植物品種保護制度の概要 
    ベトナムの植物品種保護制度は、ＵＰＯＶ１９９１年条約に沿った内容となって

おり、ＵＰＯＶ１９７８年条約に加盟するにとどまる中国と異なり、日本と同様に、

２０１６年１２月以降全ての植物が保護対象とされ、また、育成者権の保護の水準は、

ＵＰＯＶ１９９１年条約の水準にある。 
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    ただし、ベトナムの植物品種保護制度は、育成者権の存続期間が原則として２０

年（樹木・ぶどうについては２５年）と日本よりも短い点、農業者の自家増殖につい

て育成者権の効力が及ばないとされている点等において、同じくＵＰＯＶ１９９１年

条約に加盟する日本よりも、育成者権保護の水準が低い部分がある。 

 

 ３ 関係法令 
ベトナムの植物品種保護制度に関係する主な法令等は、以下のとおりである。 

   Ⅰ 知的財産法（「INTELLECTUAL PROPERTY LAW」・LAW No.50/2005/QH11、改正・LAW 

No.36/2009/QH12） …添付資料１ 

     植物品種保護制度に関係する部分としては、 

第１部「総則」 

第４部「植物品種に係る権利」 

第５部「知的所有権の保護」 

等である。 

   Ⅱ 種子規則（「SEED ORDINANCE」・No.15/2004/PL-UBTVQH11）…添付資料２ 

   Ⅲ 政令第８８号（DECREES・No.88/2010/ND） …植物品種保護制度の細則…添付資料３ 

   Ⅳ 政令第１０５号（DECREES・No.105/2006/ND-CD） …知的財産権の保護関係 

 

 ４ 関係組織 
   ベトナム農業農村開発省（ＭＡＲＤ）の作物生産局（ＤＣＰ）に、ベトナムの植物

品種保護制度を担当する機関として、ＰＶＰＯ（ベトナム植物品種保護室）とＮＣＰ

Ｔ（ベトナム植物試験センター）が設置されている。 

（1）ＤＣＰ（作物生産局） 

ＤＣＰは、品種登録の決定、品種登録証の発行等を行う機関である。 

（2）ＰＶＰＯ（植物品種保護室） 

ＰＶＰＯは、品種登録の申請書の受理、方式審査、出願公開、登録等の業務等を

行う機関である。 

ＰＶＰＯには、事務所長のほか、３名の審査官が配置されている。 

（3）ＮＣＰＴ（ベトナム植物試験センター） 

ＮＣＰＴは、植物品種保護制度におけるＤＵＳ試験を実施する機関である。 

なお、ベトナムにおいては、イネ、トウモロコシ、ダイズ、ラッカセイ及びバレ

イショの５種類の種子を販売する場合にはナショナルリストへの登録が必要とされ

ており、その登録のためのＶＣＵ（Value for Cultivation and Use）テストについ

ても、ＮＣＰＴが担当している。 

 

  

 ５ 出願・登録の状況等 
（1）出願の件数 

ベトナムにおいては、２００６年１２月にＵＰＯＶ条約加盟国になった後、出願

件数は増加傾向にあり、２０１４年には１０９件、２０１５年には１４８件、２０１

６年には１８５件、２０１７年には２６６件と近年大幅に増加している。２０１７年

１１月までの総出願件数は１１５９件となり、これまでに１３０の属種について出願

がされている。 

    ベトナム国外からの出願については、２０１４年が１０９件中２６件、２０１５

年が１４８件中４１件、２０１６年が１８５件中２３件、２０１７年が２６６件中６

０件となっており、今後もベトナム国外からの出願が増加していくことが想定される。 

（2）登録の件数 

    ２０１８年７月までの総登録件数は５６０件であり、そのうち約４０％がベトナ

ムの公的機関（大学、国立研究機関）からの出願である。 
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第２ 品種保護出願から登録に至る流れ 

 １ はじめに 
   ベトナムにおける品種登録出願の手続の流れは、以下のとおりである。 

   ベトナムにおける植物新品種保護制度に関する関係法令、申請書の書式等の情報に

ついては、ＰＶＰＯのホームページ（英語版：http://pvpo.mard.gov.vn/Default.aspx）

から入手可能である。 

 

 

 

 

 

    

■ PVPOホームページ英語版 ト ッ プ画面

登録出願書ﾌｫ ﾑーの
ﾀﾞ ｳﾝﾛ ﾄーはここ！

作物別DUSﾃｽﾄ
ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ

ｵﾝﾗｲﾝ出願はここ！
・ 出願フォーム
・ 登録コード 検索

登録・ 出願品種の検索

PVP代理人リスト 登録出願
ﾀﾞ ｳﾝﾛ ﾄー はここ！

別 U
ﾄﾞ
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＜手続図＞ 

 

 
    

■出願プロセスにおける各組織の関わり

農業農村開発省(MARD)

作物生産局(DCP)

植物試験センター(NCPT)PVPオフィス(PVPO)

申請者

- 申 請
(直接/郵送/
IP 代理人)

- DUSﾃｽﾄのため
の材料の増殖

- DUS計画の公告

- DUS 試験報告

-PVP 証書授与
決定の手続き

- 決定と
PVP 証書の
授与

 出願から5日以内に有効性の審査 を行う。

情報・書式に不備があった場合は30日以内の補正を要求

 DUSテスト結果と品種名称の適切性を審査

（テスト報告書受領から90日以内）

 増殖材料の受領

 DUS テストの実施

 DUS テスト終了後60日以内に

テスト報告書を提出

出願

出願公開 (書類に不備がない場合)

- 出願書類 (申請書, 技術説明書, 写真)
- 出願料金領収書 (200万ドン)
- その他 (必要な場合)

授与の決定

- 技術審査 (DUS テスト)の実施

-DUS テストの料金支払い

-DUS テスト報告書の審査

授与

- 決定の公表 (公表後30日間、第三者からの意見を募集)
- 第三者の意見の処理 (必要な場合)

登録料の支払い 育成者権の発生

■出願からPVP証書発行までの流れ
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＜手続の概要＞ 

 Ⅰ 出願書の提出 

   日本からベトナムに出願しようとする場合には、ベトナムＰＶＰＯに対し、持参又

は郵送の方法により、出願書類（出願料の領収書を含む）を提出する（知的財産法１

７５条１項、１７４条１項）。 

   また、ベトナムにおいては、電子出願が開始されている。ただし、２０１８年７月

現在、不具合が発生して一部を除き利用できない状況にある。 

  ※ ベトナム国内に、本部・恒久住居の登録をし、又は植物品種の取引若しくは生産

の事務所を有する外国の組織・個人については、自ら直接出願することが可能であ

る。  

それ以外の場合には、日本国内の代理人を通じて、又は自ら、ベトナム国内の代

理人に依頼し、同代理人を通じて出願する。 

 Ⅱ 出願日 

   品種登録出願の出願日は、出願書類がベトナムＰＶＰＯに受領された日である（知

的財産法１７５条２項）。 

 Ⅲ 方式審査 

   ＰＶＰＯは、提出された出願書類の方式審査を出願日から 30日以内に行う（知的財

産法１７６条１項）。 

 Ⅳ 補正命令 

   ＰＶＰＯは、出願書類に不備があった場合には、出願者に対し、補正を命じる通知

をする。 

   出願者は、通知後３０日以内に補正をしなければならず、補正しなかった場合には、

当該品種登録出願が拒絶され、その旨が通知される（知的財産法１７６条３項（ｂ）、

（ｃ））。 

  ※ なお、方式審査において、出願する権利を有する者が複数いる場合において一部

の者が出願に同意しないときなど、出願者が出願する権利を有していない場合には、

受理の拒絶の通知がされる（知的財産法１７６条３項（ａ））。 

 Ⅴ 受理の通知 

  ＰＶＰＯは、出願書類に不備がない場合又は補正した場合若しくは補正命令に対し

て合理的な説明があった場合には、出願者に対し、品種登録出願を受理した旨を通知

する（知的財産法１７６条３項（ｄ））。 

 ※ 出願時の種苗提出はなく、栽培試験場所への種苗提出のみである。 

 Ⅵ 出願公開 

   ＰＶＰＯは、出願書類に不備がない場合には、公報により、品種登録出願の受理日

から９０日以内に出願公開する（知的財産法１７７条）。 

   出願公開がされた場合には、出願者は、仮保護権を有する（知的財産法１８９条）。 
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＜手続図＞ 

 

 
    

■出願プロセスにおける各組織の関わり

農業農村開発省(MARD)
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(直接/郵送/
IP 代理人)

- DUSﾃｽﾄのため
の材料の増殖

- DUS計画の公告

- DUS 試験報告

-PVP 証書授与
決定の手続き

- 決定と
PVP 証書の
授与

 出願から5日以内に有効性の審査 を行う。

情報・書式に不備があった場合は30日以内の補正を要求

 DUSテスト結果と品種名称の適切性を審査

（テスト報告書受領から90日以内）

 増殖材料の受領

 DUS テストの実施

 DUS テスト終了後60日以内に

テスト報告書を提出

出願

出願公開 (書類に不備がない場合)

- 出願書類 (申請書, 技術説明書, 写真)
- 出願料金領収書 (200万ドン)
- その他 (必要な場合)

授与の決定

- 技術審査 (DUS テスト)の実施

-DUS テストの料金支払い

-DUS テスト報告書の審査

授与

- 決定の公表 (公表後30日間、第三者からの意見を募集)
- 第三者の意見の処理 (必要な場合)

登録料の支払い 育成者権の発生

■出願からPVP証書発行までの流れ

  

 
-DUS テストの料金支払い

-DUS テスト報告書の審査

 

 

 
 

 テ 実施

DUS テスト終了後60日以内に

テスト報告書を提出

 

 

 
 

DUS テストの実施

 

＜手続の概要＞ 

 Ⅰ 出願書の提出 

   日本からベトナムに出願しようとする場合には、ベトナムＰＶＰＯに対し、持参又

は郵送の方法により、出願書類（出願料の領収書を含む）を提出する（知的財産法１

７５条１項、１７４条１項）。 

   また、ベトナムにおいては、電子出願が開始されている。ただし、２０１８年７月

現在、不具合が発生して一部を除き利用できない状況にある。 

  ※ ベトナム国内に、本部・恒久住居の登録をし、又は植物品種の取引若しくは生産

の事務所を有する外国の組織・個人については、自ら直接出願することが可能であ

る。  

それ以外の場合には、日本国内の代理人を通じて、又は自ら、ベトナム国内の代

理人に依頼し、同代理人を通じて出願する。 

 Ⅱ 出願日 

   品種登録出願の出願日は、出願書類がベトナムＰＶＰＯに受領された日である（知

的財産法１７５条２項）。 

 Ⅲ 方式審査 

   ＰＶＰＯは、提出された出願書類の方式審査を出願日から 30日以内に行う（知的財

産法１７６条１項）。 

 Ⅳ 補正命令 

   ＰＶＰＯは、出願書類に不備があった場合には、出願者に対し、補正を命じる通知

をする。 

   出願者は、通知後３０日以内に補正をしなければならず、補正しなかった場合には、

当該品種登録出願が拒絶され、その旨が通知される（知的財産法１７６条３項（ｂ）、

（ｃ））。 

  ※ なお、方式審査において、出願する権利を有する者が複数いる場合において一部

の者が出願に同意しないときなど、出願者が出願する権利を有していない場合には、

受理の拒絶の通知がされる（知的財産法１７６条３項（ａ））。 

 Ⅴ 受理の通知 

  ＰＶＰＯは、出願書類に不備がない場合又は補正した場合若しくは補正命令に対し

て合理的な説明があった場合には、出願者に対し、品種登録出願を受理した旨を通知

する（知的財産法１７６条３項（ｄ））。 

 ※ 出願時の種苗提出はなく、栽培試験場所への種苗提出のみである。 

 Ⅵ 出願公開 

   ＰＶＰＯは、出願書類に不備がない場合には、公報により、品種登録出願の受理日

から９０日以内に出願公開する（知的財産法１７７条）。 

   出願公開がされた場合には、出願者は、仮保護権を有する（知的財産法１８９条）。 

7



   出願公開から植物品種保護証の付与の決定までの間、誰でも、出願品種の植物品種

保護証の付与について意見を述べることができる（知的財産法１８１条）。 

 Ⅶ 実体審査１ 

   ＰＶＰＯは、有効に受理された出願書類の内容について、新規性（未譲渡性）及び

名称の適切性について審査する（知的財産法１７８条１項（ａ））。 

 Ⅷ 実体審査２（ＤＵＳテスト） 

   有効に受理された出願書類の内容についてＤＵＳテスト（区別性、均一性及び安定

性の試験）が実施される（知的財産法１７８条１項（ｂ））。出願者は、ＤＵＳ試験料

を納付する。 

ＰＶＰＯは、ＮＣＰＴに対し、ＤＵＳテストの計画（栽培試験、現地調査又は審査協

力）を通知する。 

   ＮＣＰＴは、栽培試験を実施する場合には、出願者に対し、種苗の提出を命じる（栄

養繁殖性植物については２か月前）。 

   ＮＣＰＴは、ＤＵＳテストが終了した後６０日以内に、ＰＶＰＯに対し、ＤＵＳテ

ストレポートを提出する。 

 Ⅸ ＤＵＳテストの結果等の審査 

   ＰＶＰＯは、ＤＵＳテストレポートの受領後９０日以内に、ＤＵＳテストの結果及

び名称の適切性を審査する。 

 Ⅹ 品種登録 

実体審査により品種登録の要件を満たさないといえない場合には、ＤＣＰは、品種

登録を行う旨の決定をし、その決定を公表し、その公表後３０日間、第三者からの意

見を募集する。 

３０日間の経過後、出願者が登録料を納付した場合には、ＤＣＰは、植物品種保護

証の付与の決定をし、品種登録簿に記録し（知的財産法１８３条）、その決定後、育成

者権が発生する。 

 Ⅺ 拒絶 

 実体審査により品種登録の要件を満たさない場合には、ＰＶＰＯは、植物品種保護

証の付与を拒絶する。 

 この場合には、ＰＶＰＯは、出願者に対し、拒絶理由、補正又は不服申立ての期限

を明示して、拒絶しようとする旨を通知しなければならない。補正又は不服申立てを

しなかった場合には、植物品種保護証の付与を拒絶する旨を通知する。 

  

 ２ 費用 
   ベトナムにおける品種登録等に必要な費用は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 出願料は、出願前に納付し、その領収書を出願書類に添付する。 

※２ ＤＵＳテストの試験料については、出願者が直接ＮＣＰＴの栽培試験場に納付する。 

※３ 登録料の１年目は、植物品種保護証の受領前に納付し、２年目以降は、当該期間の

最初の日までに納付する。 

 

 

 

 

再発行 

項 目 金 額 

  

DUS テストの試験料 (※2)  

  

登録料等 (※3)  
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   出願公開から植物品種保護証の付与の決定までの間、誰でも、出願品種の植物品種

保護証の付与について意見を述べることができる（知的財産法１８１条）。 

 Ⅶ 実体審査１ 

   ＰＶＰＯは、有効に受理された出願書類の内容について、新規性（未譲渡性）及び

名称の適切性について審査する（知的財産法１７８条１項（ａ））。 

 Ⅷ 実体審査２（ＤＵＳテスト） 

   有効に受理された出願書類の内容についてＤＵＳテスト（区別性、均一性及び安定

性の試験）が実施される（知的財産法１７８条１項（ｂ））。出願者は、ＤＵＳ試験料

を納付する。 

ＰＶＰＯは、ＮＣＰＴに対し、ＤＵＳテストの計画（栽培試験、現地調査又は審査協

力）を通知する。 

   ＮＣＰＴは、栽培試験を実施する場合には、出願者に対し、種苗の提出を命じる（栄

養繁殖性植物については２か月前）。 

   ＮＣＰＴは、ＤＵＳテストが終了した後６０日以内に、ＰＶＰＯに対し、ＤＵＳテ

ストレポートを提出する。 

 Ⅸ ＤＵＳテストの結果等の審査 

   ＰＶＰＯは、ＤＵＳテストレポートの受領後９０日以内に、ＤＵＳテストの結果及

び名称の適切性を審査する。 

 Ⅹ 品種登録 

実体審査により品種登録の要件を満たさないといえない場合には、ＤＣＰは、品種

登録を行う旨の決定をし、その決定を公表し、その公表後３０日間、第三者からの意

見を募集する。 

３０日間の経過後、出願者が登録料を納付した場合には、ＤＣＰは、植物品種保護

証の付与の決定をし、品種登録簿に記録し（知的財産法１８３条）、その決定後、育成

者権が発生する。 

 Ⅺ 拒絶 

 実体審査により品種登録の要件を満たさない場合には、ＰＶＰＯは、植物品種保護

証の付与を拒絶する。 

 この場合には、ＰＶＰＯは、出願者に対し、拒絶理由、補正又は不服申立ての期限

を明示して、拒絶しようとする旨を通知しなければならない。補正又は不服申立てを

しなかった場合には、植物品種保護証の付与を拒絶する旨を通知する。 

  

 ２ 費用 
   ベトナムにおける品種登録等に必要な費用は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 出願料は、出願前に納付し、その領収書を出願書類に添付する。 

※２ ＤＵＳテストの試験料については、出願者が直接ＮＣＰＴの栽培試験場に納付する。 

※３ 登録料の１年目は、植物品種保護証の受領前に納付し、２年目以降は、当該期間の

最初の日までに納付する。 

 

 

 

 

再発行 

項 目 金 額 

  

DUS テストの試験料 (※2)  

  

登録料等 (※3)  
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 ３ 具体的な説明 
（1）出願者・代理人 

ア 出願することができる者 

ベトナムにおいて品種登録出願ができる者は、 

① 自らの努力及び費用により、新品種を育成し、又は発見及び開発した育成者 

② 新品種の育成、又は発見及び開発に投資した法人・個人 

③ 出願する権利の譲渡又は相続を受けた法人・個人 

である（知的財産法１５７条１項、１６４条２項）。 

  日本の法人・個人は、ベトナムに住所、駐在員事務所又は植物品種の営業所

若しくは生産場所を有していない場合には、ベトナム国内の代理人に委任し、同

代理人を通じて、ベトナムに品種登録出願することができる（ベトナムに住所等

を有する場合には、直接出願することも可能である。）。 

   イ 代理人 

     ベトナムの知的財産法は、ベトナムにおいて品種登録出願の代理業務を行うこ

とができる者を定めている（知的財産法１６５条）。 

    Ⅰ ベトナムにおいて適法に設立され運営されている企業、法律事務所等で、品

種登録出願の代理業務を遂行する機能を有し、活動登録証明書又は経営登録証明

書に記録されていること（同条２項） 

    Ⅱ 植物品種に関する権利の代理業務の遂行証明書を有し、当該代理業務の実施

組織に勤めている個人（同条４項） 

   ウ 代理人の状況 

     ベトナムにおいては、代理人資格が法令で定められており、ベトナムのＰＶＰ

Ｏのホームページの英語版には、２０１９年１月現在、代理人として４社が掲載

されている（10万ドンを納付すると掲載することができる。）。 

     ベトナムにおいて選任する代理人は、日本の出願者・代理人と協力して、申請

書等の作成、出願申請から登録に至るまでの手続全般を担うものであり、審査当

局からの指示への迅速な対応等、種苗の提出（税関・植物検疫）への対応、現地

調査の場合には圃場の確保等を行う必要があり、登録後には毎年の登録料の支払

管理業務をも行うものであり、極めて重要な役割を有するとともに、新品種に関

する情報等の管理等を適切に行うことができる者であることを要する。このため、

代理人は、ベトナムの植物新品種保護制度の法令・運用等に精通し、審査当局と

の対応を含めて手続に十分な経験を有し、責任ある対応がされる適切な代理人を

選任することが極めて重要である。 

     本事業のベトナム現地調査において調査した代理人は、以下のとおりである。 

    Ⅰ Fresh Studio Innovation Asia（ＰＶＰＯホームページ英語版に掲載） 

      Address：2nd & 3rd floor, 5B Lane 111, Xuan Dieu Street, Quang An Ward, 

Tay Ho District,Hanoi, Vietnam 

      Tel: +84(0)4 3759 1380 

Email: pvrs@freshstudio.vn 

Website: www.freshstudio.vn 

（概要） 

  農業関係のコンサルタント業務、代理業務を行っており、２０１８年７月現

在において、１４１品種の代理業務の実績がある（その９０％がオランダ、

日本からの出願）。英語に対応しているが、日本語には対応していない。 

    Ⅱ Vietnam Chamber of Commerce and Industry（VCCI） 

      Address：8th Floor, VCCI Building, 9 Dao Duy Anh, Hanoi Vietnam 

            Tel：+84-24 3577-1365 

      Email：patent@vcci-ip.com 

      Website：www.vcci-ip.com 

     （概要） 

       ベトナム商工会議所傘下に設立された会社であり、日本からの品種登録出

願の代理業務の実績を有している。費用は、平均５００ＵＳドル（翻訳料を

含む）程度であり、他に出願料、試験料等が必要となる。英語に対応してい

るが、日本語に対応していない。育成者権の侵害対応の経験はないが、商標

侵害の対応の実績はある。 

    Ⅲ Vietnam Seed Service Support Center（VSC） 

Email：tulinhvsc@gmail.com 

（概要） 

ベトナム種苗協会傘下の組織であり、日本からの品種登録出願の代理業務の

実績を有している。英語に対応しているが、日本語には対応していない。 

 

（2）品種登録の要件 

ベトナムにおける品種登録の要件は、以下のとおりである。 

① 新規性（未譲渡性）（知的財産法１５９条） 

② 区別性（知的財産法１６０条） 

③ 均一性（知的財産法１６１条） 

④ 安定性（知的財産法１６２条） 

⑤ 名称の適切性（知的財産法１６３条） 

 

ア 新規性（未譲渡性） 

新規性（未譲渡性）の要件については、品種登録の出願の権利を有する者又はそ

の同意を得ての販売若しくはその他の方法による頒布が、ベトナム国内において出
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 ３ 具体的な説明 
（1）出願者・代理人 

ア 出願することができる者 

ベトナムにおいて品種登録出願ができる者は、 

① 自らの努力及び費用により、新品種を育成し、又は発見及び開発した育成者 

② 新品種の育成、又は発見及び開発に投資した法人・個人 

③ 出願する権利の譲渡又は相続を受けた法人・個人 

である（知的財産法１５７条１項、１６４条２項）。 

  日本の法人・個人は、ベトナムに住所、駐在員事務所又は植物品種の営業所

若しくは生産場所を有していない場合には、ベトナム国内の代理人に委任し、同

代理人を通じて、ベトナムに品種登録出願することができる（ベトナムに住所等

を有する場合には、直接出願することも可能である。）。 

   イ 代理人 

     ベトナムの知的財産法は、ベトナムにおいて品種登録出願の代理業務を行うこ

とができる者を定めている（知的財産法１６５条）。 

    Ⅰ ベトナムにおいて適法に設立され運営されている企業、法律事務所等で、品

種登録出願の代理業務を遂行する機能を有し、活動登録証明書又は経営登録証明

書に記録されていること（同条２項） 

    Ⅱ 植物品種に関する権利の代理業務の遂行証明書を有し、当該代理業務の実施

組織に勤めている個人（同条４項） 

   ウ 代理人の状況 

     ベトナムにおいては、代理人資格が法令で定められており、ベトナムのＰＶＰ

Ｏのホームページの英語版には、２０１９年１月現在、代理人として４社が掲載

されている（10万ドンを納付すると掲載することができる。）。 

     ベトナムにおいて選任する代理人は、日本の出願者・代理人と協力して、申請
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（2）品種登録の要件 
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① 新規性（未譲渡性）（知的財産法１５９条） 
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願日（出願書類の受領日）より前に１年を超えておらず、国外においては、樹木若

しくはぶどうについては出願日（出願書類の受領日）より前に６年を超えておらず、

その他のものは４年を超えていないことが必要となる。 

日本からベトナムを含む国外に出願する場合には、新規性（未譲渡性）の要件の

期間内に出願を完了するよう留意する必要がある。 

 

イ 名称の適切性 

(ｱ) 品種名称は、ベトナムと植物品種保護の協定を締結している国において品種

登録された名称と同一でなければならない（知的財産法１６３条１項）。 

(ｲ) 品種名称は、同一種又は類似種の公知の他の全ての品種の名称と識別できる

場合には適切であるとみなす（同条２項） 

(ｳ) 品種名称については、次のいずれかに該当する場合には適正であるとはいえ

ない（同条３項）。 

① 数字の表示だけであるもの（ただし、当該数字が品種の特性又は品種の

育成に関係する場合を除く） 

② 公序良俗に反するもの 

③ 品種の特性や形質について不実表示となるもの 

④ 育成者の特定に誤解を与えるもの 

⑤ 品種登録出願の出願日前に登録されている商標、商号又は地理的表示と

同一であるか、又は混同を生じるもの 

⑥ 他の法人又は個人が先に取得した権利に影響を及ぼすもの 

 

ウ 優先権 

ベトナムと植物品種保護の協定を締結している国において同一品種について品

種登録出願した日から１２か月以内に、ベトナムにおいて出願書類を提出した場合

には、優先権を主張することができ、その場合、他国における最初の品種登録出願

日がベトナムにおける出願日となる（知的財産法１６７条参照）。 

優先権を主張する場合、２５万ドンを納付する必要がある。 

 

（3）品種保護の出願に当たって必要となる書類（知的財産法１７４条） 

ベトナムにおける品種保護出願の際に提出すべき書類は，以下のとおりであり，原則

としてベトナム語で記載することを要する。 

なお、品種登録出願書ほか（英語版）については、ＰＶＰＯのホームページ（英語版：

http://pvpo.mard.gov.vn/Default.aspx）からダウンロードすることができる。 

 

 

（必要書類等） 

① 品種保護出願書 

② 技術説明書 

③ 品種特性のカラー写真 

④ 出願料（200万ドン）の領収書 

（該当する場合に必要となる書類） 

⑤ 委任状（代理人を選任する場合）…書式あり 

⑥ 出願する権利を証明する書類（譲渡証明書）（出願する権利の譲渡がされた場合） 

…書式なし 

⑦ 優先権主張書類（優先権を主張する場合） 

⑧ その他書類 

※ ⑤～⑧については外国語（日本語）で作成することができるものの、ＰＶＰＯか

ら要求された場合にはベトナム語に翻訳しなければならない（同条２項） 

 

ア 一般的な留意点 

 品種保護出願書、技術説明書等は、ベトナム語で作成する必要がある。 

 日本からベトナムの代理人を通じて出願する場合、ベトナムの代理人が日本語に対

応していないことが多い。日本への品種登録出願の際に作成した資料に基づいて正確

に英語に翻訳し、ベトナムの代理人に提供することが重要である。 

 

イ 品種保護出願書（添付資料 4.の書式参照） 

   （留意点） 

① 植物の種類は、学名を記載する。 

② 品種名称は、ローマ字で記載すれば足りる。 

③ 日本で品種登録出願又は品種登録がされている品種の場合には、その旨該当部分

に必ずチェックする。 

④ 優先権を主張する場合には、その旨該当部分に記載する。 

（ベトナム語で記載） 

 

  ウ 技術説明書 

    技術説明書については、イネ、トウモロコシ等の出願の多い種類のみ英語版の様

式が公開されているにとどまり、キノコ類については審査基準が作成されていない。 

    日本からベトナムに品種登録出願する場合、審査協力により日本の審査結果を利

用するときは、日本に出願した際の説明書を使用することができるとされている。こ

の場合、日本に出願した際の説明書を英語に正確に翻訳してベトナム代理人に提供し、

ベトナム代理人においてベトナム語に翻訳して提出する。 
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（4）ＤＵＳテスト 

ア ＤＵＳテスト 

ベトナムにおけるＤＵＳテストの方法は、①作物ごとに指定されている農場（ス

テーション）において実施する栽培試験、②ＰＶＰＯの審査官が出願者の現地に訪問

して実施する現地調査、③審査協力協定を締結している他国の審査結果報告書を用い

る資料調査の３つの方式がある。 

ベトナムにおいては、多くの作物について栽培試験が実施されており、果樹につ

いても栽培試験が可能である。 

ベトナムにおいて、２０１８年７月までに実施されたＤＵＳテストの品種数は５

６０品種であり、そのうち３６３品種について栽培試験、２９品種について現地調査、

１６８品種について資料調査が実施されている。 

  イ テストガイドライン 

    ベトナムは、基本的にＵＰＯＶのテストガイドラインを用いており、現在ＰＶＰ

Ｏのホームページ上、４９種類のテストガイドラインが公開されている。 

    ＵＰＯＶのテストガイドラインが存在しない種類については、近似する種類のテ

ストガイドラインを参考にして作成され、現在５種類のテストガイドラインが作成さ

れている。 

    キノコ類については、日本の審査基準が参考にされている。 

  ウ 栽培試験 

   ① 試験試料の提出 

     試験試料（種苗）の提出について、ＮＣＰＴは、出願者に対し、栽培試験の実

施時期にあわせて種苗の提出を通知し、栄養繁殖性植物については、提出期限の

２か月前に通知する。 

     種子繁殖性植物については、一律３㎏の提出が求められる。 

   ② 費用の支払 

     栽培試験を実施する場合、出願者と試験実施契約を締結し、その際、栽培試験

料を徴収する。 

   ③ 試験方法 

     各農場（ステーション）において、２年以上同一の圃場で品種の特性調査を行

い、区別性、均一性及び安定性を判断する。 

     ＮＣＰＴにおいて、品種のデータベースを構築しており、そのデータを用いて

対照品種の選定が行われている。 

     出願者は、栽培試験の圃場を見学することが可能とされている。なお、栽培試

験の圃場の品種は、全て記号で表示されており、第三者が見学しても問題がない

とされている。 

 

  エ 現地調査 

    現地調査を実施する場合には、出願の受理後３０日以内に、出願者に対し、通知

することとされている。 

  オ 書類調査 

    日本を含むベトナムが審査協力協定を締結している国において品種登録がされて

いる品種については、当該国における審査結果報告書により審査する。当該国の審

査結果報告書により区別性が認められない場合には栽培試験を実施するときがある

が、基本的に栽培試験や現地調査を行わない。 

    また、日本を含むベトナムが審査協力協定を締結している国において品種登録出

願中の品種については、当該国において審査結果が出るまで審査が保留される。 

    このように、ベトナムにおいては審査協力協定に基づく他国の審査結果報告書の

利用が原則として行われており、日本からベトナムに出願する場合には、品種登録

出願書に日本でＤＵＳテストが実施された、又はその予定である旨を明記し、ベト

ナムにおいて書類審査による登録を求めるのがよい。審査結果報告書は、ベトナム

当局（ＰＶＰＯ）から日本の当局（知的財産課種苗室）に請求する必要がある。 

  カ 通関・植物防疫関係 

    ベトナムにおいて試験資料を提出する場合、ベトナムにおける通関や植物防疫上

の制限により、輸出が困難な場合があるので、十分に留意が必要である。 

 

（5）登録・拒絶 

ア 登録 

実体審査により品種登録の要件を満たさないといえない場合には、ＤＣＰは、品

種登録を行う旨の決定をし、その決定を公表し、その公表後３０日間、第三者からの

意見を募集する。 

３０日間に有用な意見が提出されず、出願者が登録料を納付した場合には、ＤＣ

Ｐは、植物品種保護証の付与の決定をし、品種登録簿に記録し（知的財産法１８３条）、

その決定後、育成者権が発生する。 
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イ 拒絶 

   実体審査により品種登録の要件を満たさない場合には、ＰＶＰＯは、出願者に

対し、拒絶理由、補正又は不服申立ての期限を明示して、拒絶しようとする旨を

通知し、補正又は不服申立てをしなかった場合には、植物品種保護証の付与を拒

絶する旨を通知する（知的財産法１８２条）。 

   拒絶された場合には、出願者は、異議申立てをすることができ、法律に従って

処理される（知的財産法１８４条）。 

   ウ 登録の取消し・無効 

    ① 品種保護証は、以下の場合には、職権又は請求により、取り消される（知的

財産法１７０条）。 

     １）品種保護証の付与の時点で均一性又は安定性を満たしていなかった場合 

２）登録料を納付しない場合 

３）品種保護証の所有者が必要な書類及び所定の維持のための増殖素材を提供

しない場合 

４）品種保護証の所有者がＰＶＰＯの請求に従って品種名称を変更しない場合 

    ② 品種保護証は、以下の場合には、職権又は請求により、無効となる（知的財

産法１７１条）。 

     １）出願する権利を有していない者による出願の場合 

     ２）品種保護証の付与の時点で新規性又は安定性を満たしていなかった場合 

     ３）品種保護証の所有者が提出した試験結果報告書により品種保護証が付与さ

れた場合において、登録品種が均一性及び安定性を満たしていなかった場合 
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第３ 権利保護 

 

１ 仮保護 

（1）品種登録の出願者は、品種保護出願の公開日から品種保護証の付与の日まで暫定

的権利（仮保護）を有する。ただし、品種保護証が付与されなかった場合には、暫定

的権利を有しない（知的財産法１８９条１項）。 

（2）暫定的権利（仮保護）の具体的内容としては、出願者は、他者が出願公開中の品

種を利用している事実を知ったときは、その者に対し、出願品種について、出願日及

び出願公開日を明示して出願中であることを通知し、利用を終了するか、又は継続す

るかを判断させることができる。 

 出願者は、上記の有効な通知がされ、かつ、他者が利用を継続する場合には、その

利用者は、適切な範囲及び期間内で許諾料を支払わなければならない。 

 

 ２ 品種保護証・育成者権の効力 

（1）品種保護証の効力の範囲・期間（知的財産法１６９条） 

ア 品種保護証は、ベトナム全土で効力を有する。 

イ 品種保護証は、付与日から樹木及びぶどうについては２５年間、その他につい

ては２０年間効力を有する。 

 

（2）品種保護証の所有者の権利（育成者権） 

ア 品種保護証の所有者は、保護品種の種苗、当該種苗を違法に使用して得た収穫

物（ただし、種苗について合法的に権利行使する機会があった場合を除く）につ

いて、以下の権利を行使し、又は他人が行使することを許諾する権利を有する（知

的財産法１８６条）。なお、ベトナムにおいては、日本と異なり、加工品には、権

利は及ばない。 

① 生産又は増殖 

② 増殖目的での処理 

③ 販売の申出 

④ 販売その他のマーケティング 

⑤ 輸出又は輸入 

⑥ ①～⑤の目的のための保有 

   イ 品種保護証の所有者の権利（育成者権）は、①保護品種の本質的に由来する品

種（従属品種）、②品種権のある品種と比較して明らかに区別性のない品種、③交

雑品種についても及ぶ（知的財産法１８７条）。 

    ※ ①の従属品種に関しては、保護品種の遺伝子型又は遺伝子型の組合せから生
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じる特性を有する品種は、保護品種に本質的に由来する品種とみなされる（同条

１項）。 

 

（3）権利の制限 

ア 品種保護証の所有者の権利（育成者権）の及ばない範囲 

  品種保護証の所有者の権利（育成者権）は、以下の行為には及ばない（知的財

産法１９０条）。 

① 非営利目的による利用 

② 科学的研究目的の利用 

③ 品種の育成を目的とする利用（知的財産法１８７条に規定する従属品種等の

育成を目的とする場合を除く） 

④ 農業者の自家増殖 

イ 農業者の自家増殖 

  ベトナムにおいては、農業者の自家増殖（自らの耕作地において来季の増殖及

び栽培のために収穫物を利用する行為）については、品種保護証の所有者の権利

（育成者権）の効力が及ばず、日本と異なり、例外的に権利の効力が及ぶ植物が

指定されていない。 

ウ 権利の消尽 

品種保護証の所有者の権利（育成者権）は、保護品種の種苗又は収穫物であっ

て、権利者又はその指名を受けた者によりベトナム市場又は外国市場に販売等さ

れたものについては、①更に増殖する行為、②保護品種について権利保護されて

いない国に輸出する行為（消費目的を除く）を除いて、権利の効力が及ばない（知

的財産法１９０条２項）。 

   エ 強制的許諾（知的財産法１９５条） 

     保護品種を利用する権利は、以下の場合には、当局の決定に基づいて、品種保

護証の所有者（育成者権者）等の承諾なしに、許諾される。 

    ① 公共の利益を図る必要性・緊急性のある場合 

    ② 保護品種を利用する必要性と能力を有する者が、合理的な期間に価格等の条

件を交渉する最善の努力をしたにもかかわらず、許諾契約の合意に至らなかっ

た場合 

    ③ 競争法令に違反する制限行為を行っている場合 

 

（4）品種保護証の所有者（育成者権者）の義務 

品種保護証の所有者（育成者権者）は、以下の義務を負う（知的財産法１９１条）。 

   Ⅰ 育成者に対して合意に基づく報酬を支払うこと 

   Ⅱ 登録料の納付 

   Ⅲ 保護品種の保存、保護品種の種苗の当局への提供、特性の維持 

  

３ 権利侵害への対応 

   ベトナムにおいて、品種保護証の所有者（育成者権者）は、権利の侵害者に対して、

法律上、民事上の請求をすることができるほか、侵害者に対しては、刑事罰や行政罰

が定められ、税関による取締りも行われることとされている。 

   関係当局は、その権限内において、侵害行為を取り扱う権限を有する。 

（1）民事上の請求 

    品種保護証の所有者（育成者権者）は、権利の侵害者に対し、①差止請求、②損

害賠償請求、③謝罪の請求等をすることができる（知的財産法１９８条参照）。 

    知的財産法には、民事上の請求に係る立証責任、損害額の算定、保全措置等の規

定が設けられている。 

（2）刑事罰・行政罰 

    権利の侵害者に対しては、行政罰（同法２１１条）のほか、刑事罰（知的財産法

２１２条）が課させる。 

（3）実情 

    本事業のベトナムの現地調査において、権利侵害に関して、以下の情報を取得し

た。 

   ア 発生状況 

     ベトナムにおいては、品種保護制度の認知度は高いとはいえない。 

近年、権利侵害の事例がいくつか発生しているが、ほとんどが交渉により解決し

ており、これまでに訴訟に至った例は報告されていない。 

     侵害事例としては、ランの自家増殖による侵害、ベトナムに登録済みのトウモ

ロコシがタイで無断増殖されてベトナムに輸入された事例などがある。農家によ

る侵害はほとんどなく、小規模会社による侵害が発生している。 

   イ 対応状況 

     権利侵害が発生した場合、その事案についてベトナムのＰＶＰＯに連絡があり、

ＰＶＰＯから侵害者に連絡したところ、侵害行為が止まった例もある。 

     ＮＣＰＴは、保護品種と侵害疑似品種の比較栽培試験を行うことが可能である。   

 

 ４ その他の関連制度（ＶＣＵテスト） 

（1）ＶＣＵテストの概要 

ベトナムにおいては、イネ、トウモロコシ、大豆、ラッカセイ及びばれいしょの

５種類の種子を販売するには、法令に基づくＭＡＲＤの認証・ナショナルリストへ

の登録が必要となる。 

ナショナルリストへの登録には、ＶＣＵ（Value for Cultivation and Use）テス
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   ベトナムにおいて、品種保護証の所有者（育成者権者）は、権利の侵害者に対して、

法律上、民事上の請求をすることができるほか、侵害者に対しては、刑事罰や行政罰

が定められ、税関による取締りも行われることとされている。 

   関係当局は、その権限内において、侵害行為を取り扱う権限を有する。 

（1）民事上の請求 

    品種保護証の所有者（育成者権者）は、権利の侵害者に対し、①差止請求、②損

害賠償請求、③謝罪の請求等をすることができる（知的財産法１９８条参照）。 

    知的財産法には、民事上の請求に係る立証責任、損害額の算定、保全措置等の規

定が設けられている。 

（2）刑事罰・行政罰 

    権利の侵害者に対しては、行政罰（同法２１１条）のほか、刑事罰（知的財産法

２１２条）が課させる。 

（3）実情 

    本事業のベトナムの現地調査において、権利侵害に関して、以下の情報を取得し

た。 

   ア 発生状況 

     ベトナムにおいては、品種保護制度の認知度は高いとはいえない。 

近年、権利侵害の事例がいくつか発生しているが、ほとんどが交渉により解決し

ており、これまでに訴訟に至った例は報告されていない。 

     侵害事例としては、ランの自家増殖による侵害、ベトナムに登録済みのトウモ

ロコシがタイで無断増殖されてベトナムに輸入された事例などがある。農家によ

る侵害はほとんどなく、小規模会社による侵害が発生している。 

   イ 対応状況 

     権利侵害が発生した場合、その事案についてベトナムのＰＶＰＯに連絡があり、

ＰＶＰＯから侵害者に連絡したところ、侵害行為が止まった例もある。 

     ＮＣＰＴは、保護品種と侵害疑似品種の比較栽培試験を行うことが可能である。   

 

 ４ その他の関連制度（ＶＣＵテスト） 

（1）ＶＣＵテストの概要 

ベトナムにおいては、イネ、トウモロコシ、大豆、ラッカセイ及びばれいしょの

５種類の種子を販売するには、法令に基づくＭＡＲＤの認証・ナショナルリストへ

の登録が必要となる。 

ナショナルリストへの登録には、ＶＣＵ（Value for Cultivation and Use）テス
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トが必要となる。 

また、販売する地域ごとの認証が必要であり、イネの場合、ベトナム国内の５か

所の農場で試験を行うことが可能である。 

ＶＣＵテストの費用は、種類によって異なるが、イネの場合、１か所・１品種当

たり３２０万ドンである。 

（2）ＶＣＵテストの方法 

ＶＣＵテストは、ＶＣＵの審査基準に従って実施され、基本的に３回（農場で同

時期に２回栽培を実施、県レベルで農家を含めて栽培）の栽培のデータが必要とな

り、試験において収量性、病害虫抵抗性等で合格した場合に登録が可能となる。 
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   以上のベトナムにおける品種登録出願の手続等を踏まえ、ベトナムにおいて品種登

録出願をする場合の確認・留意すべき点をまとめると、以下のとおりである。 

 

 １ 出願検討段階の確認・留意事項 

（1）新規性（未譲渡性）の期間の確認 

日本からベトナムを含む国外に出願する場合には、新規性（未譲渡性）の要件の

期間（樹木及びブドウについて６年、その他は４年）内にベトナム等への出願を完了

する必要があるので、出願を検討する品種の販売時期等を確認し、いつまでに出願を

完了しなければならないかを確認する。 

 

 ２ 出願準備段階の確認・留意事項 

（1）適切な代理人の選任 

ベトナムにおいて品種登録出願をする場合には、適切な書類の作成、主管機関か

らの指示への対応、試験資料の提出等が必要となるので、それらに適切に対応し得る

代理人を選任することが極めて重要である。 

（2）適切な情報提供 

ベトナムに対する品種登録出願の出願書類は、基本的にベトナム語で作成するこ

とを要するところ、ベトナムの代理人は日本語に対応していないことが多く、ベトナ

ムの代理人に英語等で情報を提供することになる。日本に対する品種登録出願におけ

る品種の説明書等に記載した情報をできるかぎり正確に英語に翻訳し、情報提供する

ことが重要である。 

（3）書面審査の利用 

ベトナムにおいては、ＤＵＳテストについて、審査協力協定を締結している国の試験結

果報告書の提供による書類審査が行われており、できるかぎりこれを利用すべきである。 

 

 ３ 出願後の確認・留意事項 

（1）補正・指示等への迅速な対応 

主管機関等から補正・指示等があった場合には、期間を遵守するとともに、スム

ーズな審査のために、できるかぎり迅速に対応することが重要である。 

（2）試験資料の提出 

栽培試験等が実施される場合、ＤＵＳテストの試験資料となる植物体の提出につ

いて、通関・植物防疫上の制限を確認し、主管機関から提出の指示があったにもかか

わらず、提出することができない事態を避けられるようにすることが必要である。 
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